





























































































































































































































































































































































































































































































Oり 羅振玉『殷虚書契後編』(「後」と略称。後の本文に,甲骨文引用の書名略称に同じ),一九一六年。W C Whitα『Bone
Ctliture of Ancient China』(「然」と略称)一九四五年。
豊田 久 :成周王朝と「賓」(2)
00 池田氏『殷虚書契後編繹文稿』倉U元社,一九六四年,巻下,五三頁,九〇頁。
00 陳氏前掲書,「第十三章,廟琥下,第四節,先王先批的宗廟」,四六八頁。
80 胡厚宣『戦後南北所見甲骨録』(「南明」と略称),一九五一年。
他1 注側の子氏前掲論文,三六ウ～三七オ。
9か 聞氏 r繹為繹ポ」考古学社社刊一九二七年第六期。
10 注1381の池田氏前掲書,巻下,四一買。
10 孫氏「卜辞文字小記」考古学社社刊一九二五年第二期。
10 注00の徐氏前掲書,七〇五頁。
10 注(9)の赤塚氏の前者前掲論文,五八三～五八四買。
80 朱氏『殷墟甲骨文字通繹稿』文史哲出版,一九八九年,二〇二～二〇三頁。
10 姫佛佗『甜寿堂所蔵殷虚文字』(「甜」と略称),一九一七年。
10 貝塚氏『甲骨文字研究』本文篇,同朋舎,一九八〇年,三五〇～三五一頁。
1501 注80の貝塚氏前掲書,二五一頁。
60 注1381の池田氏前掲書,下巻,一三四頁。
6り 童作賓『小屯・殷虚文字甲編』(「甲」と略称),一九四八年。
69 注(3)の島氏前掲書,二七六～二七七頁。
60 注(3)の島氏前掲書,五八一頁。胡厚宣『戦後寧濯新獲甲骨集』(「寧」と略称),一九五一年。商承詐『殷契供存』
(「供」と略称),一九二三年。
60 注t紛の島氏前掲書,「第一篇,第四章,祭儀」,三一一～三一四頁。
い 注(9)の赤塚氏前者前掲論文,五八三頁。
1571 注80の貝塚氏前掲書,一六四～一六六貢。
1581 注(Dの拙稿。
1591 注(→の拙稿,九八買。
1601『儀礼』現礼については,池田末利評註『儀礼』H,靭礼の条,東海大学出版会,一九七四年,川原寿市『儀礼
秤敦』第六冊,現礼の条,朋友書店,一九七四年,など参照。
60 高木智見「春秋時代の聘稽について」東洋史研究第四七巻第四号,など参照。
6か 拙稿「成周王朝とその儀礼――「王」と臣下,又は神との間の意志の伝達方法について一一」史滴一九九一年第
一一号,三一頁。
6)王朝成立の目的の一つ,生活の豊かさを云う「天命の膚受」に対して,「四方」領域の和平の面から,このことは
注目されよう。
(1993年4月20日受理)
